
6/7 【国会議員との対話集会】コロナ禍で拡大する格差・貧
困問題に立ち向かう！  ～ 市民の立場から税制・財政を考え
る ～
【国会議員との対話集会】

 コロナ禍で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！
 ～ 市民の立場から税制・財政を考える ～
▶日時：2021年6月7日 月曜日　17時～19時30分
▶参加方法：ZoomウェビナーによるOn-line参加
　事前登録は，

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_-
peI5x6KRSrOdWmBBBDH1IQ
から，お願いします。
 

▶場所：衆議院第2議員会館 多目的会議室
　国会議員及びメディア以外の方は、コロナの感染防止のため、オンラインによる参加をお願いいたします。
【プログラム】　　　
1　 開会挨拶
　　宇都宮健児（公正な税制を求める市民連絡会 共同代表）
2　コロナ禍の現場からの報告
　① 住宅問題　稲葉剛（つくろい東京ファンド 代表理事）
　② コロナが炙り出した女性の貧困　竹信三恵子（ジャーナリスト）
　③ コロナ駆けつけ支援　瀬戸大作（反貧困ネットワーク事務局長）
　④ 若者の窮状　村田くるみ（高等教育無償化プロジェクトFREE）
3　公正な税制を求める市民連絡会からの報告
　① バイデン政権の税制改革プラン　合田寛（同会幹事）
　② 提言　猪股正（弁護士，同会事務局長）
4　国会議員との対話
コロナ禍は、わが国で広がる貧困問題を可視化・顕在化させることになり、とりわけ非正規労働者、女性、学生などへ大きな打撃となり、-
わが国の社会保障の脆弱性を一層浮き彫りにしました。政府は、この間、定額給付金、持続化給付金などの巨額の財政支出をしていますが、
根本的な解決には至っておりません。一方で、コロナ禍で赤字国債を発行するなどして拡大した財政赤字は、益々膨張しています。

このような中で、公正な税制を求める市民連絡会は、格差の拡大に歯止めをかけ、臨時的一時的な対応ではなく、普遍的な困窮者支援をす
るための税制、財政のあり方を考えるべく、院内集会を開催することになりました。
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コロナ禍を契機に、社会保障制度を支える税制、財政問題を考えるため、各党国会議員のみなさんと市民との対話を通じて、総合的・体系
的な政策ビジョンを共有し、政策実現を共にすすめていくために、このたび「コロナ禍で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！~市民の
立場から税制・財政を考える～」を開催することとしました。

ぜひ、ご参加ください。

◎お問い合わせ先
公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064　さいたま市浦和区岸町７－１２－１
 東和ビル４階 埼玉総合法律事務所
弁護士 猪 股 正
電話　048(862)0355・0246
FAX　048(866)0425

ゴールデンウィークの5/3,5　四ツ谷の聖イグナチオ教会で
生活相談や食料支援（GW大食堂開）が行われます。
日時：5月3日（月）15 時～18時および5月5 日（水）12 時～18時
場所：聖イグナチオ教会（東京都千代田区麹町六丁目５番地１）

▶相談等無料・予約不要

▶できること
・生活相談
・女性相談
・外国人相談（通訳あり）
・医療相談（医療者おります。通訳あり）
・法律相談
・調理されたお弁当のお渡し
・その他、食料品や生理用品・子ども用おむつなどのお渡し

▶主催等

【主催】
・聖イグナチオ教会福祉関連グループ　　　・一般社団法人反貧困ネットワーク
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・一般社団法人つくろい東京ファンド　　　・認定NPO法人ビッグイシュー基金
・新型コロナ災害緊急アクション　　　　　・コロナ被害相談村実行委員会
【協働団体】
・認定NPO法人難民支援協会　　　　　　　・認定NPO法人世界の医療団
・企業組合あうん　　　　　　　　　　　　・一般社団法人あじいる
・NPO法人POSSE　　　　　　　　　　　　・北関東医療相談会
・クルドを知る会　　　　　　　　　　　　・移住連貧困対策 PT
【協力】
・インド・ネパールレストラン サンサール　・パルシステム生活協同組合連合会

▶緊急相談会・大人食堂へのお問い合わせ
メディアの方やその他緊急相談会・大人食堂についてのお問い合わせにつきましては運営事務局を担当している「反貧困ネットワーク」に
ご連絡下さい。
※会場としてお借りしている聖イグナチオ教会様へのお問い合わせはお止めください。

●メールアドレス
fund@corona-kinkyu-action.com

本プロジェクト事務局担当：佐々木まで

▶お知らせ動画
　https://www.youtube.com/watch?v=MrLsdaDdcGo&ab_channel=UPLAN

 

☆会場には労働・生活問題についての相談ができる専門スタッフがおりますので、困ったことがあればお気軽に相談してください！

・ネットカフェやシェアハウスで働きながら今まで乗り切ってきたけれど、緊急事態宣言でこれからが不安。
・海外からさまざまな事情で日本へ来て住んでいるが、家賃が払えなかったり、医療にかかれていない。
・子どもを育ててるが、コロナの影響で生活が苦しい。

などなど……

緊急事態宣言下の連休でお困りの方は、お気軽にご相談へいらしてみませんか？

 

（当事務所からは、弁護士猪股正が参加いたします。）
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全国一斉４／２４「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらしを
守るなんでも電話相談会・第７弾」フリーダイヤル【拡散のお願
い】

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第７弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
　１月７日の緊急事態宣言発出、３月２１日の緊急事態宣言解除、その後の第４波の拡大と一部地域への「まん延防止等重点措置」の適用
等、先の見通せない状況が続く中、失業の長期化、利用可能な支援策の終了等により、生活が立ちゆかなくなる人が増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第７弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　４月２４日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
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・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンなど借金の返済に困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

＊チラシのダウンロード→　こちら

反貧困全国集会２０２１集会宣言「生きてくれ」－コロナと貧困
－
　２０２１年４月４日（日）、反貧困ネットワーク主催の「反貧困全国集会２０２１」が開催されました。２００７年にスタートして以来、
１４年目となります。
　全国の地域での取組、ひとり親・女性・非正規雇用・学生・外国人など、当事者や支援の現場からの声や取組が報告されました。
　貧困と格差の拡大が放置され、「コロナになってもならなくても死ぬ」人がいる社会、「コロナで死ぬことより、いかに毎日を生き抜く
か」を考えるほかない社会、そんな今の社会のままで、感染の拡大は止められるのでしょうか。

　当日、採択された集会宣言をご紹介します。

反貧困全国集会２０２１集会宣言「生きてくれ」－コロナと貧困－

　２００８年、リーマン・ショックが到来しました。非正規労働者が、雇用の調整弁として、解雇・雇い止めされ、仕事や住居を喪失し、
生活保護の窓口から追い返される人も相次ぐなど、生存の危機に瀕する人が全国にあふれました。私たちは、派遣村の取組を行い、人間の
いのちや暮らしより経済や大企業の利益を優先して非正規雇用を拡大させてきた政策の転換、自己責任を振りかざして社会保障の縮減を進
める政策の転換を求め、取組を続けてきました。

　そして、２０２０年、コロナが到来しました。３月から４月、非正規雇用がまっ先に切り捨てられ、非正規労働者数は１３１万人減少。
相次ぐ解雇・雇い止め、休業手当不払い。休業を余儀なくされ収入を絶たれた自営業者・フリーランス。住民でありながらセーフティ・ネッ
トのない外国人。「仕事がない」「収入が激減した」「所持金が尽きた」「住居を失った」「大学に通えない」など、短期間で一気に追い
詰められた人からのＳＯＳが続きました。コロナは第２波、第３波、そして第４波へと続き、失業が長期化する中で、求職活動に疲れ自己
肯定感を失い、孤立を深める人が増えています。自殺者数は昨年７月から増加に転じ、１０月には前年同月比で３９．９％増、うち女性が
８２．６％増となり、年が明けた２月、女性の非正規労働者数は前年同月比で８９万人減少し、減少幅は過去最大になっています。危機に
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あって、最後のセーフティ・ネットとして役割を発揮すべき生活保護は、窓口の誤った対応、扶養照会に伴うスティグマなどにより本来の
役割を発揮できていません。

　同じことの繰り返しです。不安定な雇用と穴だらけの社会保障に対し抜本的な手当をしなければ、こうなることは当然でコロナの前から
見えていたことです。手当をしなかったばかりか、非正規雇用をさらに拡大させ、生活保護バッシングを誘導するなどして生活保護基準を
引き下げるなど社会保障の縮減を続けてきたので、状況は一層悪化しています。そして、政治は、生きることができない人が続出している
状況を目の前にしても、今もなお、「自助・共助」と言い続け、その場凌ぎの小手先の対応を繰り返し、また、経済や大企業優先の政策を
続け、コロナ禍にもかかわらず株価が３０年ぶりの高値となって大企業等の富が膨張するなど、貧困と格差を一層拡大させています。

　今日の集会では、全国の地域での取組、ひとり親・女性・非正規雇用・学生・外国人など、当事者や支援の現場からの声や取組が報告さ
れました。「コロナになってもならなくても死ぬ」「コロナで死ぬことより、いかに毎日を生き抜くか」を考えるほかないという日本社会
の現実があります。このままでは、運良くコロナが収束したとしても、その後に続く大災害やパンデミックを乗り越えることは困難です。
今こそ、互いに分かち合い、支え合う、希望と連帯の社会への転換が必要です。
　反貧困ネットワークが呼びかけた「新型コロナ災害緊急アクション」、「反貧困緊急ささえあい基金」の取組には、多数の市民団体、労
働組合などが参加し、現場での駆けつけ支援、いのちを繋ぐ取組が続いています。地域からの個別領域を越えた連帯の社会運動をさらに強
化するため、反貧困ネットワークは、本日の集会を機に、当事者が主体者として参画する「社会運動としての連帯協働組織」へと新たな一
歩を歩みだします。
　地域から、分かち合い、支え合い、個別の問題の枠や、民間と行政などの立場を越えて、互いにつながり、「生きさせろ！」と声を上げ、
「生きてくれ」の声を届けましょう。人間らしい生活と労働の保障を求め、希望と連帯の社会をつくるため、私たちは、これからも声を上
げ、つながりを広げ、行動することを宣言します。
２０２１年４月４日
反貧困全国集会２０２１参加者一同

集会のアーカイブ録画はこちら https://youtu.be/Ic9OC571Y_c

（弁護士　猪　股　　正）

営業時間変更のお知らせ
3月22日（月）より、平日の営業時間を９：００から１７：００までといたします。

みなさま方にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
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4／4（日）反貧困ネットワーク全国集会2021「生きてくれ」
－コロナと貧困－
反貧困ネットワーク全国集会2021「生きてくれ」－コロナと貧困－
４月４日（日）に開催されます。

１３：００～　新宿西口駅頭集会＆サウンドデモ（申込不要）
　　○新宿駅頭前集会（新宿駅西口小田急前）13:00 ～ 13:30
　　○サウンド・デモ　13:30～15:00

１５：３０～　全国集会（新宿文化センター小ホール）（事前申込必要。定員105名）
　　申込→　http://bit.do/hanhinkon
　　場所：新宿区立新宿文化センター小ホール（最寄りは東新宿駅です）
　　＊会場に来られない方は以下のユーチューブ配信をご覧ください
　　https://youtu.be/Ic9OC571Y_c

　　○キックオフ　　主催者挨拶他　15:30～15:40
　　○セッション１　全国のコロナ災害支援地域の取り組み　15:40～17:00
　　○セッション２　課題別報告・特別報告　17:00～18:40
　　○セッション３　希望に向けた討論　18:50～19:50
　　○セッション４　まとめと集会宣言　19:50～20:00

　　反貧困ネットワークのホームページは→　https://www.hanhinkon.com/

（弁護士　猪股　正）

3/13（土）日弁連貧困問題全国キャラバンin山口【コロナ
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禍での地域経済の再生と最低賃金の引き上げ】（オンライン参加
可）
　３月１３日（土）１３時３０分～１６時３０分、Zoomウェビナーを利用し、日弁連貧困問題全国キャラバンの一環として、山口県弁
護士会が、シンポジウム「コロナ禍での地域経済の再生と最低賃金の引き上げ」を開催します（共催：日本弁護士連合会、中国地方弁護士
会連合会）。
　誰でも無料でパソコン、スマートフォン又は電話で参加（視聴）できますので、ぜひ御参加ください。

　詳細は、以下の山口県弁護士会の告知用サイトをご参照ください。

 

　今年度の最低賃金は、山口県を含む７都道府県が据え置き（山口県は８２９円）となり、残る４０県は１円から３円の引き上げとなりま
した。
　地域間格差は年々拡大し、地方では若者が地元を離れてしまう傾向が強く、労働力不足が深刻化しています。地域経済の活性化のために
も、最低賃金の地域間格差の縮小は喫緊の課題です。
　新型コロナウイルス感染症のなかでの地域経済の再生と最低賃金の引き上げについてみなさんと一緒に考えます。

　　開催日時　　２０２１年（令和３年）３月１３日（土）１３：３０～１６：３０

　　開催方法　　Zoomで開催、パソコン、スマートフォン、電話で参加可能　※予約不要・参加費無料
　　I　　　　D　８２０　５８０９　２２２２
　　パスワード　なし
　　U 　R　 L　https://us02web.zoom.us/j/82058092222
　　電　　　話　０５２４－５６４－４３９／０３－４５７８－１４８８

　　当日の進行　１３：３０～１３：３５　開会の辞　　上田和義（山口県弁護士会会長）

　　１３：３５～１３：５０　日弁連報告「全国一律最低賃金制度への取組について」
　　猪股　正（弁護士・日弁連貧困問題対策本部事務局副本部長）
　　１３：５０～１４：３０　招待講演　「今必要な中小企業支援策～海外調査を踏まえて～」
　　　　　　　　　　　　　　　中村和雄（弁護士・日弁連貧問題困対策本部事務局委員）
　　１４：３０～１４：４０　休憩

　　１４：４０～１５：５０　基調講演　「コロナ禍の下での地域経済の再生と最低賃金の引き上げ」
　　　　　　　　　　　　　　　岡田知弘（京都大学名誉教授・京都橘大学教授）
　　１５：５０～１６：２５　パネルディスカッション
　　　　　　　　　　　　　　　パネリスト：猪股正、中村和雄、岡田知弘、松田弘子（山口県弁護士会）

https://saitamasogo.jp/archives/87818
https://saitamasogo.jp/archives/87818
http://www.yamaguchikenben.or.jp/cgi-bin/info2/index.cgi?mode=detail&tgtno=0264
https://us02web.zoom.us/j/82058092222
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


　　　　　　　　　　　　　　　ホ　ス　ト：斎藤隆弘（山口県弁護士会）

　　参加方法　　下記チラシをご参照ください

　　主　　催　　山口県弁護士会
　　共　　催　　日本弁護士連合会、中国地方弁護士会連合会

日弁連貧困問題全国キャラバン　全ての人が人間らしく生活するために　～連続市民シンポジウム～チラシ （ PDF / 93 KB ）

2/25 日弁連「全国一斉 新型コロナウイルス感染症 生活
相談ホットライン」
日弁連が、全国の弁護士会と連携して、「全国一斉 新型コロナウイルス感染症 生活相談ホットライン」を実施します。

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、様々な法的なお悩みを抱えている多くの市民の方々からの相談に、生活困窮・消費者問題・
災害支援を専門とする全国各地の弁護士が無料で対応します。
フリーダイヤルなので通話料もかかりません。ローンの返済、GO TO 中止のキャンセル料、事業の負債、家賃滞納、労働問題等々、
幅広く相談できます。

ぜひお気軽にお電話ください。

日時 ：２０２１年２月２５日（木）１０時～１９時
内容：全国一斉 新型コロナウイルス感染症 生活相談ホットライン
フリーダイヤル　０１２０－２５４－９９４

詳細は、日弁連のホームページをご参照ください。

http://www.yamaguchikenben.or.jp/info2/file/20210313.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/87769
https://saitamasogo.jp/archives/87769
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/210225.html


【3/6-7  電話相談】東日本大震災、原発事故から１０年
被災者避難者なんでも相談ダイヤル
　間もなく、原発事故から１０年になります。１０年の時の経過の中で、政府の支援の多くは打ち切られ、人々の記憶も薄れ、事故の風化
が進んでいます。

　しかし、今も多くの方が困難を抱え、コロナ禍が追い打ちをかけています。今もなお、東京電力に対する損害賠償請求をできずにいる方
もいらっしゃいます。

　震災支援ネットワーク埼玉（SSN)は、２０１１年のさいたまスーパーアリーナ以降、取組を続けてきましたが、今般、被災者避難者
相談ダイヤルを、２日間、開設することにいたしました。不安・疑問・お悩み・お困りごと、なんでもお話ください。法律・こころ・福祉
など、弁護士・司法書士、臨床心理士など各方面の専門家がお待ちしています。通話・相談料無料、匿名OK、秘密厳守です。

◆日時
2021/3/6(土) 10:00～22:00
2021/3/7(日) 10:00～22:00

◆電話番号
0120-220-683
◆ご相談例
・損害賠償請求について、不安、不満、疑問がある
・損害賠償請求の時効について心配
・土地、家屋、家財などの請求がまだできていない
・新型コロナウィルスによる営業不振で雇い止めをされて職を失った
・アルバイトが減り、生活費に困っている
・住宅ローン、子供の学費、奨学金の支払いが困難になっている
・子供のいじめに悩んでいる
・子供の学力低下が心配
・家庭内暴力について誰にも相談できていない

◆チラシのダウンロードは、こちら

◆お問い合わせ
震災支援ネットワーク埼玉
TEL 090-8879-0213(愛甲)
メールでのお問い合わせはこちらをクリック

https://saitamasogo.jp/archives/87757
https://saitamasogo.jp/archives/87757
http://431279.com/
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/02/79cfa567ce7adb876fb8aab64322dd4f.pdf
http://431279.com/toiawase


２/２６　日弁連シンポジウム「人口減少とコロナ危機を乗り越
え、安心して生活できる地域づくりを考 える－日弁連自治体調
査報告から－」【オンライン開催】
＜日弁連HP＞
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/210226.html
日本の人口は、２００８年以降減少を続けており、２０１９年の１年間で、一県の人口にも匹敵する約５１万人減少しました。東京への一
極集中が進む一方で、若者の流出等により地方の衰退が深刻な問題となっています。

そして、コロナ危機の到来により、各地の保健所の対応能力の低下、地域医療崩壊の危機など、地域における行政や福祉の課題が浮き彫り
になるとともに、人間のいのちや生活を支える地方自治体の役割の重要性があらためて問われるに至っています。

日本社会が大きな分岐点に立たされている今、地域再生に向けて、全国各地の取組に学び、人口減少とコロナ危機を乗り越えて、安心して
生活できる地域づくりについて、みなさんと一緒に考えます。
多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

【開催日時】
２０２１年２月２６日（金）１８：００～２０：００
【開催方式】
Zoomウェビナーを利用したオンライン開催
【参加費など】
参加費無料・事前申込制
【参加対象】
どなたでも御参加いただけます。

【プログラム】
◆日弁連自治体調査報告
 ① 神奈川県小田原市
 ② 北海道帯広市及び下川町
 ③ 岡山県奈義町及び西粟倉村
 ④ 長野県阿智村，下條村及び泰阜村
 ⑤ 静岡県浜松市（予定）

◆パネルディスカッション「人口減少とコロナ危機を乗り越えて、安心して生活でき
る地域づくり」

https://saitamasogo.jp/archives/87574
https://saitamasogo.jp/archives/87574
https://saitamasogo.jp/archives/87574
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/210226.html


＜パネリスト＞
・ 岡田 知弘 氏（京都大学名誉教授・京都橘大学教授）
・ 全国町村会役員
＜コーディネーター＞
・ 小川 英郎（貧困問題対策本部事務局次長・第63回人権擁護大会シンポジウム第3分科会実行委員会事務局次長）
 

★申込方法★
下記のURLからお申し込みください。
【申込締切：２０２１年２月２２日（月）】
https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/jichitaisympo/jichitai/

主催：日本弁護士連合会
お問合せ先：日本弁護士連合会人権部人権第一課
（ＴＥＬ：０３－３５８０－９５０１）
 

https://kenkyu.tachibana-u.ac.jp/ktuhp/KgApp?kyoinId=ymkegdyyggy
https://ver-law.ne.jp/index.php/lawyer/lawyer_ogawa/
https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/jichitaisympo/jichitai/

